
東福保育園 １歳児

年間テーマ

探求テーマ　　 2025年 ３月 ５日（水）

子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

冬の自然にふれてみよう

子どもの言葉・姿 写真

・外を見て「ゆきあるね」など言い、雪がある

ことに気づく。靴を履くとすぐそばにある雪に

触れ始める。

・雪を指でつまみ、「つめたいね」など言いな

がらも感触を楽しんでいる。手についた雪を手

を叩いて落とそうとする子もいる。

・長椅子やテーブルに積もっている雪に触れて

みると、触ったところに跡が残ることに気づ

く。手を開いて押して見ると手形が取れたよう

になったのを見て、友だちのまねをしてみよう

とする。触った跡がないところを探して場所を

移動し、「○○のて」と自分の手形を残して楽

しむが、冷たくて手が赤くなり保育士に見せて

いた。

・両手でぐちゃぐちゃにして溶けてきた雪を

触って手が冷たくなり、怒っていたが楽しいの

で繰りかえし遊ぶ。

・手が冷たくなったのを見て、「はあ」と息を

吹きかけていた子もいる。

・雪の塊を手にとり「こんなにもてた」と喜

ぶ。雪の塊や雪団子を作って園庭に向かって投

げてみる。横にいた子も楽しそうと感じ、投げ

始める。

・雪の塊などがテラスに落ちたのを踏んで感触

を楽しむ。

・雪に触れ、感じたことを保育士に知らせようとする。

・この季節ならではの雪に触れてどんな反応をするのか。

・季節ならではの自然物に興味を持ち、触れてみる。

・友だちのやっている遊びを見てまねをしようとする。

そこから遊びの楽しさを見つけ、繰り返し楽しんだり、声

やことばを発して自分の思いを伝えようとする。

・テラスで行う。

・雪が積もったテーブル・椅子・丸太などをテラス近くに

運ぶ。雪を集めてたらいに入れておく。

・探索する範囲を決め、一人ひとりの行動がしっかり見守

れるようにする。

・友だちと一緒に自然物に触れて「遊びたい」「やってみ

たい」という気持ちを持てるようにする。

・先日から雪が降った時に保育室から外の景色を見て「ゆ

き」「しろいね」などと興味をとても持っていた。まだ実

際に触っていないので、この時期ならではの雪の感触を楽

しんで欲しいと思った。

・残念ながら雨で戸外に出られず、直接触りに行くことが

できなかったため、テラスに集めた雪や、テーブルや椅

子、丸太などに降り積もった雪をできるだけ自然な状態で

触れられるようにする。

・冷たくて嫌がる子もいるかと思ったが、珍しい自然物を

喜ぶ気持ちの方が大きく手を伸ばす。

・一年間様々な自然物に触れたり、感触遊びをしてきたこ

とで、楽しめたのだと思う。

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく


